





















ている。 その実践宗教学寄附講座の初代主任教授である鈴木[2013 a]は、 超








し遡り、 岡部[2012] は、 医療の中に宗教がないことを憂い、 生死が交錯する
中で葛藤を抱く環境に置かれる人々に道しるべとなるべく、 同じような宗教者
の姿を模索していた。死に向き合う現場に日本型チャプレン(Chaplain)1のよ





















育 (CPE = Clinical Pastoral Education) と呼ばれるプログラムを受講した専門職［高橋、
2014 : 31]」である。
2 新潟県中越地区に位置する、 医療法人崇徳会が運営する中規模私立病院（病床数： 240床・
http://www.sutokukai.or.jp/nagaokanishi-hp/) 。
3 長岡西病院の最上階である5階フロアにある、 仏教を背景としたタ ー ミナル（終末期）ケ
ア施設（現在では、「緩和ケア施設（病棟）」と称する）である。 ビハ ー ラ (vihara) とは、
古代インドにおいて仏教経典の記録などに使用されたサンスクリット語で、「休養の場所、
気晴らしをすること、 僧院または寺院」の意味がある。「仏教ホスピス」という表現に替わ
るタ ー ミナルケア施設の呼称として、 1985年に田宮仁氏によって提唱された。
4 常勤ビハ ー ラ僧と称する。 拙稿[2010]に詳述されているので、 参照されたい。 他に、 様々
































【写真1 : 導師として夕勤行を勤修】 【写真2: タ勤行での法話］
【写真3: 仏堂での患者との関わり】 ［写真4: ベッドサイドでの患者との関わり］
教的ケア【写真3】、 病棟行事 の協力（年中行事や日々のお茶サ ー ビスなど）、
患者や家族との関わり（病室訪間【写真4】や外出など）、 利用者 6への様々な
援助や病棟での環境整備などである。 ボランティアビハ ー ラ僧が開設当初から
病棟への出入りを継続しているため、 同じようなスタイルで関わりをもつ。 基
本的には、 常勤ビハ ー ラ僧である筆者が勤務しているBに合わせて、 病棟での
活動を行なう。 一日の締めくくりとして、 常勤ビハ ー ラ僧との振り返り（場合
によっては、 病棟医師がそこに加わることともある） を行なうことにより、 利

















「研修生としては、 何でもサポ ーティブに働いていて、 常に実習責任者が






は、 ある意味、 自分に責任が伴い、 また自分一人で背負わないといけな
いという甘さが許されない状況になる。」



























































「宗教家であっても、 リアルな死に向き合うことは、 そうない。 向き合う
ことで自分の考え方、 宗教家としてもっとも大切な《壁の向こう側》を
感じることのできる空間だから。」















継続したボランティア活動に繋げる所以であろう。特に、 タ ー ミナルケア施設























にイメ ー ジされる枠の外、 社会参画的な取り組み
をしたいため。 基本的に患者さんやご家族、 その他一般の方々との接触
など、 自身ではやりがいを感じるようである。 また、 長岡西病院は距離
が遠いものの、（常駐僧やボランティア僧、 医療スタッフの理解や仏堂
の存在など）すでに存在しているフォ ー マットがしっかりしているため。
将来地元でも臨床宗教師活動を行う可能性もあり、 長岡西病院ビハ ー ラ
病棟での体験が様々な意味で基盤と感じるため。」



















































































また、 長岡西病院ビハ ー ラ病棟という「場」にボランティアとして従事する
ことは、 ボランティアビハ ー ラ僧と対等に現場スタッフから見られる立場が与
えられるわけである。 そのボランティアビハ ー ラ僧との交流を通じて、 同じ仏
教という枠組みの中でも研修中に散見されたような宗教間連携が生じ、 以下の
ように、 それぞれの自宗派に対する見方が更新されるものとなる。










































なった。 まさに、 一仏教者、 あるいは一宗教者としての自己研鑽の場であるが、
そこに「臨床宗教師」というカラー はそんなに強調されていない。 ビハ ー ラ病




を置くことは、 他宗教者より自然に溶け込めただろう。 それは、 寺院との共通
項から施設自体に有意味性を掴んでいる仏教者がいたとする調査結果より確認
できる。















一方で、 利用者側でも、 病棟全体に流れる仏教的雰囲気のおかげで、「ビハ ー
ラだから」と、 その存在を「お坊さん」という見方で違和感なく認識している。
そのような雰囲気に同化するように、 仏教者としての雰囲気が醸し出されれば、



























えれば、 存在価値が高められることにより、 その立場ならでは、 宗教者ならで
はの必要性が増してくる。 これが「宗教者」の需要に繋がるのである。
鈴木[2013 b Jは、 宗教者と臨床宗教師の違いについて語る上で有効である
のが、 梅椋忠夫が説明したメ ー カ ー の論理とユ ー ザーの論理であるとする。 こ
れらの用語により説明した日本の宗教の現実［梅悼・多田、 1972]を引用しな
がら、 以下のように記している。
ここで梅悼がメ ー カ ーにたとえるのは、 仏教・神道・道教・キリスト教な
どの宗教教団のことで、 完結した論理をもつことをその特徴としている。
それらの教団がメ ー カ ーにたとえられる含意には、 おそらく、 そこで生産
された商品［＝宗教］が規格品となっており、 その教えにブレがないとい








要である。 梅悼は、 教団と信者との間に位置する「宗教者」の役割を、 自
動車のデイ ー ラ ーになぞらえて説明する。 自動車のデイ ー ラ ー は、 一方で
はメ ー カ ーが製造した自動車をユ ー ザー ヘ販売し、 他方でユ ー ザーが車に
対してもつさまざまなニ ー ズをメ ー カ ー に伝えて新たな自動車を作る際の
資料とする、 マ ー ケティングの役割が求められている。 これを宗教の問題
におきかえるなら、 デイ ー ラ ーに相当する「宗教者」は、 宗教教団のもっ
組織性の高い教義体系を信者に理解させ、 それに沿った宗教的生活を行う
ことを指導する一方で、 信者たちのもつ宗教に対するニ ー ズを探り、 彼ら












良きデイ ー ラ ーをもつ自動車メ ー カ ーが躍進していくように、 良き「宗教
者」の働きがあると時代に即応した教団の展開があり、 また信者の信仰も
深まるということになるのであろう［鈴木、 2013 b : 114-115]。
社会的なム ー ブメントとして「臨床宗教師」の潮流を強めるためには、 梅悼
の論理より、 メ ー カ ーではない別の「事業所」にデイ ー ラ ー の要素を持ち合わ
せ、 ユ ー ザーが利用できるようにし、 積極的にその「事業所」に協力体制を求
















































































































に留まることなく、 その強さをコントロ ー ルしながら、 守備範囲を広げていく
ことを可能にする。 視野を広げ、 他の所属教団に属する仏教者や宗教者との交
わりにおいて、 自分の所属教団であったり、 そこに属する自分であったりをみ







































自分の歩調に合わせてもらわないと辛い ・ ・ ・ 『止めて下さい』とも言えな






















ります。 なぜ感情か、というと、感情は出すか出さないかはコントロ ー ル





なトレ ー ニングもできません。 でも、自分の感情ならば理解できるはずで
す。 正解かどうか当てるトレ ー ニングもできます。 そして、自分の感情を
見つめるというトレ ー ニング自体が、感覚を敏感にしていきます。 自分の
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内面に向けていたアンテナを、 相手に向けることでより正確にキャッチで




メタスキルなのです。 スキルの奥にある、 もしくはスキルの礎になる、 心構え
のようなもの［谷山、 2016 : 172]」をしっかりと身につけようと指導される。
















考えられた。 個々の磨きを促進するためには、 研修期間内だけでは厳しく、 各




















































病院や施設などの公共空間に立つことが許される。 しかし、 本稿では、 その看
板を背負わなくても、 ボランティア活動に従事する仏教者を対象にしたため、
継続的に「臨床宗教師」として従事することに関する検証が課題として残され
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"Rinshoshukyoshi" arranged in Healthcare Setting. 
�The Report of an Investigation for Buddist Monks.� 
Takafumi MORITA 
In the actual healthcare setting, through the experience and the actual relation 
in the setting, the state of the Buddhist monk who is "rinshoshu灼oshi (臨床宗教
師）ーthe Japanese analogue of chaplain" was considered. Investigation candidates 
are three Buddhist monks belonging to the cult which is different, respectively 
who finish "rinshoshukyoshi" training and are engaged in a volunteer activity. An 
investigation items are the difference in training and a volunteer activity, the reason 
for continuation of a volunteer activity, and change of oneself and others before 
and behind a volunteer activity. Consequently, the tendency into which investigation 
candidate's Buddhist monks are going to transfigure "frame" of the religion persons till 
then while receiving the training was seen. At present, working as "rinshoshukyoshi" 
in public spaces, such as hospitals and institutions, only within the specific setting, 
is allowed. However, in this paper, even if investigation candidates did not work as 
"rinshoshukyoshi", it wrote for the Buddhist monks engaged in a volunteer activity, 
and the verification about being continuously engaged as "rinshoshukyoshi" was 
left behind as a subject. On the contrary, a religion person's acceptance base was 
solid therefore, the side of human service was able to be emphasized, and it could 
hear also about suffering of the Buddhist monks who are candidates, and could be 
confirmed that daily self-study was also needed towards the improvement in nature. 
It is just a pressing issue. This means that the religion person who has understood 
such broad flexible feeling is required rather than aims at finishing training and 
many "rinshoshukyoshi" being born. 
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